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ト
設
定
、
仮
設
住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
の
位

置
を
踏
ま
え
た
B
R
T
駅
の
増
設
な
ど
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

現
在
、
全
国
17
の
B
R
T
運
行
地
域
の
う

ち
、
一
定
の
都
市
規
模
が
あ
る
7
地
域
に
お

い
て
、
多
く
の
乗
客
が
集
中
し
て
利
用
す
る

区
間
、
例
え
ば
、
大
学
、
病
院
と
駅
な
ど
の

拠
点
間
な
ど
で
、
通
常
の
バ
ス
よ
り
輸
送
能

力
が
高
い
連
節
バ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
新
し
い
選
択
肢
に

1
9
8
5
年
の
つ
く
ば
科
学
万
博
で
は
、

当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
万
博
中
央
駅
か
ら

の
2
次
輸
送
に
つ
い
て
は
連
節
バ
ス
（
ス
ー

パ
ー
シ
ャ
ト
ル
）
1
6
2
人
乗
り
1
0
0

台
を
導
入
し
、
観
客
の
大
量
輸
送
に
努
め
… 

定
時
定
速
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
科
学
万

博
会
場
ま
で
の
全
区
間
に
わ
た
っ
て
バ
ス
専

用
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
ほ
か
」²、
主
要
交

差
点
の
立
体
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
³。
連
節

バ
ス
は
、
後
方
車
両
の
後
輪
が
前
方
車
両
と

同
じ
軌
跡
を
通
る
よ
う
制
御
さ
れ
、
普
通
の

バ
ス
と
同
じ
資
格
で
の
運
転
が
可
能
で
す
か

ら
、
人
材
の
面
で
も
新
規
導
入
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
く
な
く
、
少
数
の
運
転
手
で
大
量
輸
送

が
で
き
る
の
で
す
。

通
常
の
運
行
の
例
を
、
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

藤
沢
市
で
は
、
警
察
の
協
力
の
下
、
連
節

バ
ス
の
運
行
を
一
般
車
両
よ
り
も
優
先
通
行
さ

せ
る
信
号
制
御
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
藤
沢

駅
西
口
広
場
の
乗
客
混
雑
が
解
消
し
、
利
用

者
の
待
ち
時
間
も
減
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
で
運
行
さ
れ
て
い
る
連
節
バ
ス
で

は
、通
勤
通
学
時
間
の
短
縮
が
実
現
し
た
他
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
車
両
を
体
験
し
よ
う
と

の
観
光
促
進
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
市
で
も
、
中
心
部
の
路
線
を
集
約
す

る
こ
と
で
郊
外
部
の
路
線
を
増
便
し
、
郊
外

部
で
の
減
便
の
流
れ
を
断
ち
切
る
計
画
で
、

連
節
バ
ス
が
公
設
民
営
方
式
に
よ
り
本
年
9

月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
複
数
の
他
地
域
で

も
、
中
心
部
や
拠
点
間
を
含
め
、
連
節
バ
ス
に

よ
る
B
R
T
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
臨
海
副
都
心
で
も

連
節
型
を
含
む
B
R
T
が

登
場
す
る
見
込
み

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
東
京
都
臨
海

副
都
心
で
は
、
連
節
バ
ス
と
燃
料
電
池
バ
ス

に
よ
る
B
R
T
が
2
0
1
9
年
度
内
に
運

行
開
始
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
こ
で
は
、
例

え
ば
、
簡
易
な
事
前
改
札
に
よ
り
、
乗
降
時

の
滞
留
が
起
き
な
い
円
滑
な
運
賃
収
受
方

式
、
隙
間
や
段
差
の
な
い
乗
降
が
で
き
る
停

車
、
多
言
語
化
や
乗
継
ぎ
先
の
情
報
提
供
、

高
度
な
運
転
支
援
技
術
の
取
込
み
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
各
地
に
お
け
る
連
節

バ
ス
の
導
入
に
関
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
、
補
助
制
度
に
加
え
て
、
本
年
度
か
ら
新

設
し
た
出
資
制
度
な
ど
の
支
援
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
導
入
後
も
円
滑
な
運
行
が
定
着
す

る
よ
う
見
守
り
、
地
域
の
事
情
に
応
じ
た
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

電
車
の
よ
う
に

時
間
に
正
確
で
速
い
バ
ス

Ｂ
Ｒ
Ｔ（Bus Rapid Transit

）
と
は
、

明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
連
節
バ

ス
、公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）、

バ
ス
専
用
道
、
バ
ス
レ
ー
ン
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
速
達
性
・
定
時
性
の
確
保

や
輸
送
能
力
の
増
大
が
可
能
と
な
る
高
次
の

機
能
を
備
え
た
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。

国
内
の
B
R
T
の
成
立
ち
を
振
り
返
る

と
、
1
9
4
8
年
に
和
歌
山
県
の
高
野
町

で
、
バ
ス
専
用
の
自
動
車
道
を
使
っ
た
運
行

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
9
5
7

年
に
は
、
国
鉄
が
、
鉄
道
廃
線
敷
で
あ
っ
た

福
島
県
白
河
＝
磐
城
棚
倉
間
に
総
延
長
24

キ
ロ
の
専
用
自
動
車
道
に
よ
る
「
白
棚
高
速

線
」
を
開
業
し
ま
し
た
が
、
専
用
自
動
車
道

に
は
進
行
に
障
害
と
な
る
も
の
が
な
く
、
安

全
か
つ
正
確
な
運
行
が
可
能
で
し
た
¹。
鉄

道
と
同
様
に
定
時
性
と
速
達
性
の
高
い
運
行

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
現
在
に

続
く
B
R
T
の
基
本
的
な
形
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
も
、
B
R
T
は
、
整
備
に
か
か
る

費
用
と
時
間
が
、
一
般
的
に
鉄
道
よ
り
も
少

な
く
て
済
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
J
R
東
日
本
の
気
仙
沼
線
で
は
、
震

災
後
1
年
半
余
り
で
鉄
道
運
休
中
の
区
間

の
一
部
を
専
用
道
化
し
、
仮
復
旧
と
し
て

B
R
T
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
に
応
じ
て
の
ル
ー

早
く

乗
っ
て

み
よ
う
よ
！

藤沢市で運行されている連節バス「ツインライナー」の内部。運行回数減
少により、バスロータリーの混雑が解消し、円滑な運行が可能になった他、
減らせた使用車両を、交通不便地域の郊外路線に投入できたという。
写真提供／神奈川中央交通（株）

東日本大震災の被害から仮復旧として線路上に敷設されたJR東日
本の大船渡線BRTと三陸鉄道南リアス線。鉄道駅ホームにBRTが
乗り入れる「盛駅」
写真提供／東日本旅客鉄道（株）

1 JRバス関東（株）「白棚高速線開業50周年」2007年、p5-p9を基に加工
2 財団法人国際科学技術博覧会協会「国際科学技術博覧会 公式記録」1986年、p69から引用
3 茨城県国際博協力室「国際科学技術博覧会 茨城県公式記録」1986年、p155を基に加工

駅

大学中央病院

交通結接点
（乗継）

住宅団地
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中
に
は
特
殊
な
車
輪
で

レ
ー
ル
の
内
側
沿
い
を

走
れ
る
バ
ス
も

あ
る
ん
で
す
。

B
R
T
は
日
本
語
で

バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
と
言
っ
て
、

通
常
の
バ
ス
と
は
違
っ
た

特
徴
を
組
み
合
わ
せ
て
持
つ
、

高
機
能
の
バ
ス
シ
ス
テ
ム
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

佐
々
さ
ん
、

B
R
T
っ
て

な
ん
で
す
か
？

ス
イ
ス
イ

進
む
な
あ
。

と
て
も
静
か
で

あ
ま
り
揺
れ

な
い
ん
だ
ね
。

わ
ー
ッ
！

こ
れ
が
新
し
い
バ
ス
か

す
ご
く
長
い
ね
！

早
く

乗
っ
て

み
よ
う
よ
！

や
あ

こ
ん
に
ち
は
。

ど
う
で
す
か
？

こ
の
B
R
T
の

乗
り
心
地
は
。

は
い
、自
動
車
局
の

バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム

推
進
官
の
佐
々
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

快
適
で
す
！

今
日
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
る

国
土
交
通
省
の

方
で
す
ね
？

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

個
性
に
合
っ
た
形
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く

時
代
に
な
り
ま
し
た
。 高架上を走る名古屋のガイドウェイバス「ゆとりーとライン」

写真提供／名古屋ガイドウェイバス（株）

例えばバスの専用レーンを持ち
いつでもスイスイ進めるBRT

例えばたくさんの人を運べるBRTを幹線に使い
通常のバスと効果的な役割分担にも

優先レーンのカーブを走行中の連節バス
写真提供／岐阜乗合自動車（株） BRT

（バス高速輸送システム）
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の
基
本
的
な
形
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
も
、
B
R
T
は
、
整
備
に
か
か
る

費
用
と
時
間
が
、
一
般
的
に
鉄
道
よ
り
も
少

な
く
て
済
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
J
R
東
日
本
の
気
仙
沼
線
で
は
、
震

災
後
1
年
半
余
り
で
鉄
道
運
休
中
の
区
間

の
一
部
を
専
用
道
化
し
、
仮
復
旧
と
し
て

B
R
T
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
に
応
じ
て
の
ル
ー

早
く

乗
っ
て

み
よ
う
よ
！

藤沢市で運行されている連節バス「ツインライナー」の内部。運行回数減
少により、バスロータリーの混雑が解消し、円滑な運行が可能になった他、
減らせた使用車両を、交通不便地域の郊外路線に投入できたという。
写真提供／神奈川中央交通（株）

東日本大震災の被害から仮復旧として線路上に敷設されたJR東日
本の大船渡線BRTと三陸鉄道南リアス線。鉄道駅ホームにBRTが
乗り入れる「盛駅」
写真提供／東日本旅客鉄道（株）

1 JRバス関東（株）「白棚高速線開業50周年」2007年、p5-p9を基に加工
2 財団法人国際科学技術博覧会協会「国際科学技術博覧会 公式記録」1986年、p69から引用
3 茨城県国際博協力室「国際科学技術博覧会 茨城県公式記録」1986年、p155を基に加工




